
賓
問
】
選
択
療
養
制
厚
と
い
う
言
葉

き
一
ユ
ー
ス
で
耳
に
し
ま
す
が
、
ど
ぅ
い
、
励

、
、
、
今

自
費
で
行
い
な
が
巨
保
険
が

器
り
れ
る
部
分
は
保
険
診
療

で
行
お
う
と
い
う
内
容
で
す
。

司

才

Ξ

謡
切

ノ
魯
之
、
凡
ン
ゞ
Y
^
,
^
弓
ル
^
¥
゛
ー
,

ー
ン
.
W
4
y
-
^
,
膨
¥

述
'
^
^
~
^
裂
が
^
、
黒
^
熊
覗
,

ヨ
ゞ

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が

出
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
い
つ
で
、
ど
こ

,

選
択
療
養
と
は

に
よ
る

《長崎新聞
てなでれ1テ

うよのく
費保 ＼

マ昆用険
貪かごク
卞 ロク

自療
ニク

費も L^

昆扱含
いめ け
とた _ノ

よな全 ーフ

ははとの
す保
る険

タ医_「導 の
重き平入

イ西へ
力§療の

験 あ養ヨ平
りな」イ西

市1どでを
一度fす目

゜的 来つし

タ療と
しこ患
関者
しの
て双
は方

帋1保が
険希
タ卞望
言△す

医た大保療る
師一す険を治

(ま生受
まじけ

、、

ナまら
丈れ

る
ひ医
て遼
(よに
必、格
要差

れでな力＼

^ーづつ、^

し、癌琴の、つ
険呆、、こ の

タ卞 つで
ークて

歓薪険は制 療保患
を険者云ニニ.口JD、三ノ、

で,立暑今力§

_うと皆丈け
同れ'保゜ら
時て保険れ
にい険制る

養てマ昆りり
費'合しま'

序見診し 0署
」を力§'の
と「^刃今負
'1め憙
ま夕卞う一大
す併れ部き
゜用で
療いし

の類定
し＼「の

制ま選「養

平成26年5月26日朝刊より転載》

1 度^

回 ,、、

/、^

議】
、己己゛'^

、1基1 つ3

矢政チ尺
0

す療
0

質'忌司,をど,うそ;'

内容を分かりやすくまとめ
聞ネ士生活文
お聞きする場合力§ありますのでイ主所、氏名、
言己してくオごさい。なお、直キ妾本人への回答は

生別、乍翫舌番号を
ません。

肇丈定評一、
<養療す

診者

61長崎県医師会机第821号平成26年6月

よ県医B市会力{
します。

0

険患
導者

く養
反」
対に
しつ
てい
いて

(まも
県す
医゜B
ヨ市ユゞ
/、、ι
) g

国民皆保険崩れる恐れも
でた主保れはの費も

f里張険た女 1'、

由しψ医全動度現、ま」、療<。る皆療言i
らきにばをなの費丈がをは険保戸、
今ま通で有高か保制゜大受「,陛舮けが
「二るだの'三平イ并拡なあれが出のれに、「二るだ殴1 評イ并拡よる過て艮る＼
択うき早めま療療よ険と社不くモと安
療しとくらり養養り外考会足るがい全

1受見


